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合唱演奏会を契機とした合唱団員の意識の変容
― コンサート終了後の意識調査に基づいて ―
虫明眞砂子
　合唱演奏会を実施すると，演奏会前後で団員の意識に大きな変容を実感することが有る。
その要因を探るために，民間の合唱団であるイウス・フェミーネ女声合唱団の演奏会におい
て，合唱団員に対するアンケート調査を実施した。アンケート調査は自由記述で行い，回答
内容は，１．練習方法・内容，２．団員・仲間，３．指導者・指導内容，４．合唱技術・特
質，５．個々の思い，６．その他の６項目に分類するこができた。これらを分析した結果，
団員や指揮者が本番を経て体感した心理的な変容は，団員と指揮者との信頼関係が基盤とな
り，指揮者が行った合唱指揮に誘導されて，団員の中に一体感，開放感，高揚感が沸き上が
り，ピーク・パフォーマンスとなって，団員各々が音楽的な力を最大限に発揮できたと考え
られた。
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Ⅰ．はじめに
　イウス・フェミーネ女声合唱団（以後，Ｉ女声合
唱団と称する）は，2007年に設立された岡山市を
拠点とする女声合唱団である。当合唱団は社会の
様々の方面の職業に就いている団員で構成されてお
り，チャリティ活動も継続して行っている。筆者は
2010年より，同合唱団の合唱指導に携わっており，
2012年，2014年，2016年，2018年と計4回の演奏
会の指揮も担当している。
　合唱演奏会を実施すると，それを契機として，演
奏者の意識に変容が見られることはしばしば経験す
る。その要因を明らかにするために，2018年９月
に開催されたＩ女声合唱団第７回チャリティコン
サートにおいて，団員に対してアンケート調査を実
施した。この演奏会は成功裏に終えることができ，
聴衆の方々からは，「日常生活の中ではなかなかこ
んな優雅な時間は持てない」，「心が洗われた」等，
好意的な反応を得ることができ，団員自身からは，
「指揮に吸い込まれるような感覚を持った」，「本番
では『私は歌える』という自信を持って歌うことが
できた」，「他のパート，団員の方と一体感を実感し
た」，「ステージの雰囲気が全く違った世界だった」，
「オーラが交ざり合い，不思議な空間だった」など，
積極的で且，非常に大きな心理的変化を感じている
という意見が出た。
　本研究は，アンケート調査結果を分析し，演奏会
本番において，合唱団員に意識の変容をもたらすこ
とのできる合唱指導の新たな知見を得ることを目的
とする。
Ⅱ．合唱団の練習状況
　合唱団の練習状況を以下に述べる。練習回数は，
第３回チャリティコンサートまでは月２回であった
が，第４回，第５回コンサートでは月３回と練習回
数が増え，第６回，第７回のコンサートでは，団員
のみの自主練習を含むと月４回となった。これは，
第４回，第５回の演奏会後に明らかとなった課題を
克服するための練習時間の確保や団員各自のレベル
アップを図るための改善案といえるが，仕事が終
わってからの夜の練習となるため，各団員の努力が
必要であった。練習には，体ほぐしのWarm-up（心
と体），声のWarm-up，和声感の育成するWarm-up
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愛する。日本音楽教育学会が発行している『音楽
教育実践ジャーナル』で，定期的に研究動向が報
告されている。
２）科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）
（基盤研究（C）（一般）課題番号16K04707），研
究課題名：初等教育課程における器楽教育カリ
キュラムの開発，研究代表者：村上康子
３）2007年から2008年にかけて作成した「音楽適
性テスト（Musical Aptitude Test CD版）」を用
いた。関連する論文は，Ogawa, Y., Murao. T., & 
Mang, H.E.(2008) Developing a music aptitude 
test for school children in Asia. The 10th 
International Conference for Music Perception 
and Cognition, CD-ROMである。
４）グループディスカッションは，参加者の許可を
得て会話全体の録音をおこなった。話し言葉の
データを文字化したものであり，（ ）は筆者によ
る補足である。
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（技）を取り入れている。虫明（2015）は，これら
の練習によって，①団員のハーモニーへの意識が高
まり，ハーモニーの響きに飛躍的な改善が見られた
こと，②合唱の根幹でもあるハーモニー感の育成は，
アマチュアの合唱団においては，特に練習を継続す
ることが必要であること，③発声に関しても，個々
に差は見られるが，響きや音色に進歩がみられたと
している（虫明，p.148）。また，虫明（2015）は，
今後の課題として，①合唱団の運営面では，個々の
仕事と合唱活動の時間配分はどうあるべきかの検討
を行うこと，②仕事から合唱活動への更にスムーズ
な転換を図ること，③音楽面では，発声やハーモニー
等の合唱技術のさらなる向上，④合唱指導者に関し
ては，合唱団の音楽表現のレベルの向上を目指して，
練習方法や選曲内容の改善を挙げている（虫明，
p.148）。以上のような練習を継続していく中で，近
年，筆者は，団員一人一人の発声やハーモニーへの
意識が向上していくのを実感している。
Ⅲ ．Ｉ女声合唱団に対するアンケート調査－準備的
内容の調査
１．調査対象者及び調査内容
　アンケート調査は，2018年の第７回チャリティ
コンサートへ参加した合唱団員25名を対象に行っ
た。
　調査対象者の概要は，以下の通りである。
　・ 年　　齢：20代０名，30代０名，40代５名，
50代７名，60代10名，70代３名　計25名
　・ 職　　業：教員（小・中・大等）９名，自営業
（弁護士，法律事務職員，デザイン事務所，英
語スクール代表）４名，会社員２名，パートタ
イマー３名，専業主婦４名，その他３名（薬剤
師，理学療法士，自営フリーランス）
　・ 住　　居：岡山市21名，倉敷市３名，岡山県
早島町１名
　・ 在団期間：１年未満０名，１年～２年０名，２
年～３年２名，４年～５年３名，５年以上11名，
10年以上９名
　・ 調査期間：2018年11月15日～ 2018年11月30日
　・ チャリティコンサート参加回数：１回１名，２
回４名，３回４名，４回３名，５回５名，６回
１名，７回（全て）７名
　この調査結果から，本合唱団の特徴は以下のよう
にまとめることができる。
　団員は，60歳代以上が25名中13名と半数を占め
ている。そのような高齢化が進んでいるが，社会的
な活動を21名は継続して行っている。在団期間が
４～５年以上の者が20名，新規の入団者は不在の
状況である。チャリティコンサートの参加状況は，
全７回中，５回以上の参加が半数以上となっている。
このことから，本演奏会は，在団期間が長い高齢層
の団員が中心となって作り上げてきたものであるこ
とが分かる。
　アンケート調査の内容は，以下の通りである。
合唱活動の動機（選択），練習過程の感想（自由記述），
本番中の感想（自由記述），終了後の感想（自由記述），
これまでのコンサートとの相違（自由記述），継続
希望（５件法），課題（２項目，自由記述），演奏曲
目の感想（自由記述）。
２．団員の活動動機
　合唱団に加入した動機を，表１に示した①～⑩の
項目の中から５項目選ぶ複数回答で答えてもらい，
その結果を表１に示す1）。「合唱（歌）が好きだから」
が団員のほぼ全員が動機として挙げており，続いて，
「人との交流」「音楽技能向上のため」「女性の人権
問題解決を支援」が団員25名の過半数が選択して
いる。この合唱団の目的は，合唱を通して，女性の
人権問題の解決に資するとあり2），社会的な活動の
意識が強いと同時に，「合唱が好きだから」「音楽技
能の向上」の項目を選択した団員も多数存在するよ
うに（37件，総数の43％），両方の意識を併せ持っ
ており，この点は，Ｉ合唱団の大きな特徴といえる。
また，５件法による「今後の継続」については，大
半の団員が継続を希望している（平均4.85）。合唱
団員のほぼ全員が，今後の合唱活動に前向きに取り
組む意欲を持っているといえる。
３．倫理的配慮
　本調査では，まず，コンサートの主催であるＩ女
声合唱団の団長に対して，調査内容について文書と
口頭で説明を行い，理解と協力を求めた。了承をい
表１　合唱団加入の動機（2018年）
　　　　内　　　容 件数
①合唱（歌）が好きだから 23
②人との交流 18
③音楽技能向上のため 14
④チャリティコンサートで女性の人権問題解決を支援 13
⑤生きがいや楽しみのため 11
⑥よりよい社会生活を求めて 3
⑦生涯学習として 3
⑧健康のため 1
⑨余暇の利用 0
⑩よりよい家庭生活を送るため 0
　　　　合　　　計 86
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ただいた後に，筆者から合唱団員へ文書と口頭で調
査内容の説明が行い，合唱団員の同意を得た後に，
団員に対して調査用紙の配布と回収を行った。調査
の対象となった合唱団員には，調査結果の論文への
使用の了解を得ている。なお，本研究は，岡山大学
教育学研究科倫理委員会で調査の実施が承認されて
いる。
Ⅳ ．Ｉ女声合唱団に対するアンケート調査－意識の
調査と分析
１．分析方法
　コンサート本番の演奏による合唱団員の意識の変
容を明らかにするため，25名の各々の団員が演奏
等について感じたことを自由記述で回答してもらっ
た。自由記述の分析については，個々の意見の意図
を読み取るために，自由記述に書かれた内容を，時
間をかけて読み込み，頻出回数も考慮しながら，記
述された語句や文節を分類する方法で分析を試み
た。アンケート調査での主要な設問３～設問６の設
問内容は以下の通りである。
設 問３「コンサートの練習過程で感じてこられたこ
と」，設問４「コンサートの本番中に感じられた
こと」，設問５「コンサートを終了して感じられ
たこと」，設問６「これまでのコンサートと違っ
たところ」
　これら４設問の回答文を検討すると，その内容は
６項目に分類できることが分かった。各項目を具体
的に示すと，１．練習方法・内容，２．団員・仲間，
３．指導者・指導内容，４．合唱技術・特質，５．個々
の思い，６．その他，である。これら項目への分類
を分析の基本方針として，次のような手順で分類を
実施した。
　１ ）設問３から６に対する回答の自由記述につい
て，全体的に２名で数回熟読する。
　２ ）各設問での25名の回答の自由記述の文章を，
文→文節→語句に細分化する。
　３ ）細分化した各人の主張する文節，語句を，６
項目に類型化する。
　４ ）６分類の内容について，複数の音楽専門家で
確認する。
２．意識調査の結果
（１ ）コンサート前，コンサート中及びコンサート
後の意識調査
　設問３～設問６の回答文を上記手順に従って分類
し，件数を累計した結果を表２に示す。図１は，表
表２　本番前中後及び変化における語句・文節の分類
分類項目 設問3（本番前） 設問4（本番中） 設問5（本番後） 設問6（変化） 累計
１．練習方法・内容 53 3 9 19 84
２．団員・仲間 39 26 15 21 101
３．指導者・指導内容 39 70 10 20 139
４．合唱技術・特質 49 20 14 24 107
５．個々の思い 67 69 76 36 248
６．その他 7 14 9 9 39
累　　計 254 202 133 129 718
注：上位3位までゴシック体で表示。   　
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　・ 調査期間：2018年11月15日～ 2018年11月30日
　・ チャリティコンサート参加回数：１回１名，２
回４名，３回４名，４回３名，５回５名，６回
１名，７回（全て）７名
　この調査結果から，本合唱団の特徴は以下のよう
にまとめることができる。
　団員は，60歳代以上が25名中13名と半数を占め
ている。そのような高齢化が進んでいるが，社会的
な活動を21名は継続して行っている。在団期間が
４～５年以上の者が20名，新規の入団者は不在の
状況である。チャリティコンサートの参加状況は，
全７回中，５回以上の参加が半数以上となっている。
このことから，本演奏会は，在団期間が長い高齢層
の団員が中心となって作り上げてきたものであるこ
とが分かる。
　アンケート調査の内容は，以下の通りである。
合唱活動の動機（選択），練習過程の感想（自由記述），
本番中の感想（自由記述），終了後の感想（自由記述），
これまでのコンサートとの相違（自由記述），継続
希望（５件法），課題（２項目，自由記述），演奏曲
目の感想（自由記述）。
２．団員の活動動機
　合唱団に加入した動機を，表１に示した①～⑩の
項目の中から５項目選ぶ複数回答で答えてもらい，
その結果を表１に示す1）。「合唱（歌）が好きだから」
が団員のほぼ全員が動機として挙げており，続いて，
「人との交流」「音楽技能向上のため」「女性の人権
問題解決を支援」が団員25名の過半数が選択して
いる。この合唱団の目的は，合唱を通して，女性の
人権問題の解決に資するとあり2），社会的な活動の
意識が強いと同時に，「合唱が好きだから」「音楽技
能の向上」の項目を選択した団員も多数存在するよ
うに（37件，総数の43％），両方の意識を併せ持っ
ており，この点は，Ｉ合唱団の大きな特徴といえる。
また，５件法による「今後の継続」については，大
半の団員が継続を希望している（平均4.85）。合唱
団員のほぼ全員が，今後の合唱活動に前向きに取り
組む意欲を持っているといえる。
３．倫理的配慮
　本調査では，まず，コンサートの主催であるＩ女
声合唱団の団長に対して，調査内容について文書と
口頭で説明を行い，理解と協力を求めた。了承をい
表１　合唱団加入の動機（2018年）
　　　　内　　　容 件数
①合唱（歌）が好きだから 23
②人との交流 18
③音楽技能向上のため 14
④チャリティコンサートで女性の人権問題解決を支援 13
⑤生きがいや楽しみのため 11
⑥よりよい社会生活を求めて 3
⑦生涯学習として 3
⑧健康のため 1
⑨余暇の利用 0
⑩よりよい家庭生活を送るため 0
　　　　合　　　計 86
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２をグラフ化したものである。
　先ず，本番前後の意識変容の特徴を，表２の累計
件数を元に調べる。項目ごとの累計件数を比較する
と，６項目の中で，団員の「個々の思い」の累計件
数が群を抜いており（248件），次に「指導者・指
導内容」が多い（139件）。また，設問ごとの累計
件数を比較すると，設問３，設問４がそれぞれ254件，
202件と多く，設問５，設問６は，それぞれ133件，
129件と前２者よりかなり減っており，前２者の５
割から７割程度である。このように累計数に差があ
ることから，コンサート前後での意識の特徴の分析
を，件数そのものではなく，図１のグラフの形状に
注目して行いたい。グラフの形状は，「本番前」と「変
化」が類似しており，「本番中」はピークが２つ，「本
番後」はピークが１つといった特徴がある。まず，「本
番前」は，「個々の思い」がピークをなしているが，
形状は比較的緩やかで，他の項目の件数と大きな差
がないことを示している。「本番中」は，「指導者・
指導内容」と「個々の思い」に大きなピークがあり，
際立っている。さらに，「本番後」は，「個々の思い」
が抜きんでて高い単独のピークを構成しており，他
の項目は押しなべて低い。「変化」については，「個々
の思い」が，他の項目と比較すると相対的に高かっ
たが，形状は全体的に滑らかで，項目全体に件数が
分散する傾向が見られた。これらの結果から，４つ
の設問のいずれでも団員の「個々の思い」に大きな
ピークがあるという同じ特徴を示すことがわかる。
ただ，コンサートの本番中でのみ，「指導者・指導
表３　本番前，中，後及び変化の頻出回数の多い特徴的な語句，文節の一覧
項目１位 項目２位 項目３位 項目４位 項目５位 項目６位
設
問
３
（
本
番
前
）
個々の思い（67
件）
練習方法・内容（53
件）
合唱技術・特質（49
件）
団員・仲間（39 件）指導者・指導内容
（39 件）
その他（７件）
不安感，危機感，
焦り，準備不足，
練習計画通りいか
かない，コンサー
トできるのか／楽
しみ，前向きな気
持ち
練習報告・振り返
りコメント・メー
リングリストで配
信／パート練習・
自主練習の充実必
要，練習不足・練
習に参加できない
響き・ハーモニー
の向上，着実にレ
ベルアップ，曲の
理解／歌詞の暗
譜・リズム・音取
り・発音の難しさ
全員が揃わない，
不安，危機感，集
中度が足りない，
団員の年齢・仕事
の状況／団員同士
の励まし
発声指導の継続と
効果，指導・助言，
強い気持ちや励ま
し，信頼／参加状
況への苦言，レベ
ル低下
初めてのルネス
ホール，少しでも
いいところを見せ
たい
設
問
４
（
本
番
中
）
指導者・指導内容
（70 件）
個々の思い（69件）団員・仲間（26 件）合唱技術・特質（20
件）
その他（14 件） 練習方法・内容（３
件）
指揮のまま歌う，
指揮に導かれる，
エネルギー，一体
感・信頼感，安心，
乗り移る，指導者
の言葉
集中する，心が解
放，高揚感，程よ
い緊張感，歌うこ
とが楽しい，会場
が一体化，気持ち
が届く
特別な一体感，信
頼感，縦にも横に
もつながり，安心
感，団員が集中し
ている，一体感
他のパートがよく
聴こえる，楽譜は
必要ない，冷静，
鷗，気持ちがこも
る，のびやかに歌
える
ホールと客席の距
離が近い，聴き手
に伝わる，温かい
雰囲気，一緒に楽
しむ
練習の積み重ねの
大切さ，リハーサ
ルの不調
設
問
５
（
本
番
後
）
個々の思い（76件）団員・仲間（15 件）合唱技術・特質（14
件）
指導者・指導内容
（10 件）
練習方法・内容（９
件）
その他（９件）
達成感，充実感，
高揚感，リラック
ス感，満足感，開
放感，幸せ，興奮，
ポジティブ，本番
のステージのよさ
／燃えつき，振出
し
メンバーとの一体
感，団結の素晴ら
しさ，目的達成，
団員同士の助け合
い，感謝，準備報
われる
もっと表現に活か
すべき，ほぼ暗譜，
イベントの参加増
やすべき，感性・
気力・理解力でカ
バー，上達を感じ
る
信頼，感謝，コン
タクトが取れた，
本格的
練習不足，もっと
自宅練習，自信な
い，練習すること
の大切さ確認
観客との距離が小
さい，胸張って見
送り，感謝
設
問
６
（
変
化
）
個々の思い（36件）合唱技術・特質（24
件）
団員・仲間（21 件）指導者・指導内容
（20 件）
練習方法・内容（19
件）
その他（９件）
安心，歌いやす
かった，本番での
集中力，出来不出
来を超越した心
境，安心，充実感，
リラックス感，自
信，音楽を楽しむ
フレーズ感・ハー
モニーなどの基
礎・技術や意識の
向上，宗教曲アカ
ペラの成果，演奏
曲の構成が納得，
鷗のクライマック
ス／暗譜力，音と
り・出来の不安 
連帯感・一体感強
まる，団長・事務
局の対策，信頼感，
相互理解・団結力
／メンバーの状況
で予定通りいかな
い，メンバー数不
安定
指揮に魅了・集中，
信頼，個別の発声
指導の積み重ねの
成果／指導者への
依存が大きい
練習のポイントメ
モ，メール，２週
間前のリハーサ
ル，見通し，最後
の追い込み／練習
不足による不安
会場の大きさ，空
気，観客との近さ
注：この表は，虫明（2018，p.235）を参考に作成している。各項目の代表的な語句・文節をゴシック体にしている。
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内容」が大きく上昇しており，団員の「個々の思い」
と並ぶ高いピークを形成している。
　次に，本番前後の意識変容の特徴を，各設問の自
由記述の回答文中に頻出した語句や文節の意味から
調べる。設問３～設問６の回答文中の特徴的な語句
の一覧を表３に示す。各設問の総件数の２割以下の
項目については，特徴的な語句・文節を記載する。
（２）意識調査の考察
１）コンサート本番前の意識調査
　先ず，累計254件の中で各項目が占める割合を比
較してみると，「個々の思い」が比較的高く，26％
を占めるが，それ以外の項目は割合が低く，「その他」
を除いて15％～ 20％程度で，大きな変動は見られ
なかった。「その他」だけは３％と他の項目よりか
なり低い。
　次に，設問に対して団員各自が自らの思いを表現
するために用いた語句を調べてみる。最も多かった
「個々の思い」では，不安，危機感を感じていた団
員が多数いたことが認められ，合唱曲の仕上がりが
コンサートに持っていけるかどうかという不安感は
直前まで続いていたことがわかる。項目２位の「練
習方法・内容」では，多忙な団員が多く，全員が揃っ
た状態で合唱練習に参加できていないことを反映し
ているものと思われる。その点の補助として，練習
報告をメーリングリストで回していたことが，参加
できない団員および参加した団員の復習として役
だったとの意見が多かった。しかし，団員が本番直
前まで全員が揃わないことに対して，“練習参加に
勝るものはない”との意見も一部あり，団員の練習
参加に対する考え方にずれが認められた。項目３位
の「合唱技術・特質」については，練習回数を重ね
て，発声・響き・ハーモニーのレベルアップを実感
する団員が多数存在した半面，練習日によっては不
安定で，“中途半端な仕上がりになってしまう曲が
多くなった”との意見もあった。項目４位，５位の
語句からは，指導者の発声指導の効果や言葉かけ等
により，団員相互，団員と指導者との信頼感が強まっ
ていることが確認された。
２）コンサート本番中の意識調査
　コンサート本番の特徴として，指導者の指揮に関
する記述が特に多い。「指導者・指導内容」が35％，
「個々の思い」が34％とこれら２項目が全体の中で
突出して高く，その他の項目はいずれも13％以下
と低めになっている。特徴的な語句を見ると，「指
導者・指導内容」の項目では“指揮のまま歌う・指
揮に導かれる”とあり，歌唱者は自然に指揮に集中
していることがわかる。指揮に関する記述は，団員
25名中10名の回答に見られた。これは「個々の思い」
の項の“集中する”，“心が解放”，“程よい緊張感”
にもつながっていると思われる。この項目では，本
番前に多数見られた“不安”，“危機感”といったネ
ガティブな記述は全く見られなかった。「団員・仲間」
の項目でも，“特別な一体感”，“信頼感”，“団員が
集中している”との記述も見られる。また，「合唱
技術・特質」の項では，“他のパートがよく聴こえる”，
“のびやかに歌える”等から合唱曲が技術的にもう
まく進められていることがわかる。これは，合唱技
術面のレベルがアップされてきた成果が本番で発揮
されたともいえる。さらに「その他」の項目では，
客席との距離の近さ，観客とのコンタクトも挙げら
れている。ここでは，「練習方法・内容」に関する
記述は大変少なかったが，本番の日の午前中に行っ
たリハーサルでの不調や不安感についての記述があ
り，そのような影響は本番にも残ることを窺わせる。
３）コンサート本番後の意識調査
　ここでは，「個々の思い」の項目に，記述内容が
集中している（57％）。“達成感”，”充実感”，“高揚
感”，“リラックス感”，“満足感”などの前向きな心
理状態を表す記述が多く見られたが，一部，“燃え
つき”，“振出しに戻る”という記述も見られた。他
の５項目への記載は少なかった（７％から11％）。「団
員・仲間」と「指導者・指導内容」の項目では，“団
結の素晴らしさ”，“メンバーとの一体感”，“信頼”，
“感謝”等，指揮者と団員，団員相互の結びつきの
深さが窺える。一方，「合唱技術・特質」の項では，
もっと表現に活かすべき”，イベントの参加経験を
増やすこと”，また練習内容については，“もっと自
宅練習”，“練習不足”，“自信ない”，“練習すること
の大切さ確認”の指摘があった。「その他」では，
本番前と本番中と同様に，ホールでの観客との距離
感が近かったことが団員の心理面や演奏面にいい影
響を及ぼしたことが推察できる。
４）これまでとの変化
　これまでのチャリティコンサートとの変化につい
ては，図１からもわかるように，本番前とグラフの
形状が比較的類似している。全項目にわたり分散し
ている。その中でも，「個々の思い」が約30％，他
の項目は７％から19％と低めになっている。全体
的に，すべての項目にわたって，レベルの向上や団
員と指導者に対する信頼感や一体感が増していると
意識している団員が多いといえる。「個々の思い」
では，“充実感”，“本番での集中力”，“リラックス感”，
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２をグラフ化したものである。
　先ず，本番前後の意識変容の特徴を，表２の累計
件数を元に調べる。項目ごとの累計件数を比較する
と，６項目の中で，団員の「個々の思い」の累計件
数が群を抜いており（248件），次に「指導者・指
導内容」が多い（139件）。また，設問ごとの累計
件数を比較すると，設問３，設問４がそれぞれ254件，
202件と多く，設問５，設問６は，それぞれ133件，
129件と前２者よりかなり減っており，前２者の５
割から７割程度である。このように累計数に差があ
ることから，コンサート前後での意識の特徴の分析
を，件数そのものではなく，図１のグラフの形状に
注目して行いたい。グラフの形状は，「本番前」と「変
化」が類似しており，「本番中」はピークが２つ，「本
番後」はピークが１つといった特徴がある。まず，「本
番前」は，「個々の思い」がピークをなしているが，
形状は比較的緩やかで，他の項目の件数と大きな差
がないことを示している。「本番中」は，「指導者・
指導内容」と「個々の思い」に大きなピークがあり，
際立っている。さらに，「本番後」は，「個々の思い」
が抜きんでて高い単独のピークを構成しており，他
の項目は押しなべて低い。「変化」については，「個々
の思い」が，他の項目と比較すると相対的に高かっ
たが，形状は全体的に滑らかで，項目全体に件数が
分散する傾向が見られた。これらの結果から，４つ
の設問のいずれでも団員の「個々の思い」に大きな
ピークがあるという同じ特徴を示すことがわかる。
ただ，コンサートの本番中でのみ，「指導者・指導
表３　本番前，中，後及び変化の頻出回数の多い特徴的な語句，文節の一覧
項目１位 項目２位 項目３位 項目４位 項目５位 項目６位
設
問
３
（
本
番
前
）
個々の思い（67
件）
練習方法・内容（53
件）
合唱技術・特質（49
件）
団員・仲間（39 件）指導者・指導内容
（39 件）
その他（７件）
不安感，危機感，
焦り，準備不足，
練習計画通りいか
かない，コンサー
トできるのか／楽
しみ，前向きな気
持ち
練習報告・振り返
りコメント・メー
リングリストで配
信／パート練習・
自主練習の充実必
要，練習不足・練
習に参加できない
響き・ハーモニー
の向上，着実にレ
ベルアップ，曲の
理解／歌詞の暗
譜・リズム・音取
り・発音の難しさ
全員が揃わない，
不安，危機感，集
中度が足りない，
団員の年齢・仕事
の状況／団員同士
の励まし
発声指導の継続と
効果，指導・助言，
強い気持ちや励ま
し，信頼／参加状
況への苦言，レベ
ル低下
初めてのルネス
ホール，少しでも
いいところを見せ
たい
設
問
４
（
本
番
中
）
指導者・指導内容
（70 件）
個々の思い（69件）団員・仲間（26 件）合唱技術・特質（20
件）
その他（14 件） 練習方法・内容（３
件）
指揮のまま歌う，
指揮に導かれる，
エネルギー，一体
感・信頼感，安心，
乗り移る，指導者
の言葉
集中する，心が解
放，高揚感，程よ
い緊張感，歌うこ
とが楽しい，会場
が一体化，気持ち
が届く
特別な一体感，信
頼感，縦にも横に
もつながり，安心
感，団員が集中し
ている，一体感
他のパートがよく
聴こえる，楽譜は
必要ない，冷静，
鷗，気持ちがこも
る，のびやかに歌
える
ホールと客席の距
離が近い，聴き手
に伝わる，温かい
雰囲気，一緒に楽
しむ
練習の積み重ねの
大切さ，リハーサ
ルの不調
設
問
５
（
本
番
後
）
個々の思い（76件）団員・仲間（15 件）合唱技術・特質（14
件）
指導者・指導内容
（10 件）
練習方法・内容（９
件）
その他（９件）
達成感，充実感，
高揚感，リラック
ス感，満足感，開
放感，幸せ，興奮，
ポジティブ，本番
のステージのよさ
／燃えつき，振出
し
メンバーとの一体
感，団結の素晴ら
しさ，目的達成，
団員同士の助け合
い，感謝，準備報
われる
もっと表現に活か
すべき，ほぼ暗譜，
イベントの参加増
やすべき，感性・
気力・理解力でカ
バー，上達を感じ
る
信頼，感謝，コン
タクトが取れた，
本格的
練習不足，もっと
自宅練習，自信な
い，練習すること
の大切さ確認
観客との距離が小
さい，胸張って見
送り，感謝
設
問
６
（
変
化
）
個々の思い（36件）合唱技術・特質（24
件）
団員・仲間（21 件）指導者・指導内容
（20 件）
練習方法・内容（19
件）
その他（９件）
安心，歌いやす
かった，本番での
集中力，出来不出
来を超越した心
境，安心，充実感，
リラックス感，自
信，音楽を楽しむ
フレーズ感・ハー
モニーなどの基
礎・技術や意識の
向上，宗教曲アカ
ペラの成果，演奏
曲の構成が納得，
鷗のクライマック
ス／暗譜力，音と
り・出来の不安 
連帯感・一体感強
まる，団長・事務
局の対策，信頼感，
相互理解・団結力
／メンバーの状況
で予定通りいかな
い，メンバー数不
安定
指揮に魅了・集中，
信頼，個別の発声
指導の積み重ねの
成果／指導者への
依存が大きい
練習のポイントメ
モ，メール，２週
間前のリハーサ
ル，見通し，最後
の追い込み／練習
不足による不安
会場の大きさ，空
気，観客との近さ
注：この表は，虫明（2018，p.235）を参考に作成している。各項目の代表的な語句・文節をゴシック体にしている。
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“自信”などの面で，よい方向への変化が意識され
ている。「合唱技術・特質」では，基礎能力の向上
を認識する一方，まだ演奏面でのレベルアップの必
要との記述がみられる。“宗教曲アカペラの成果”
を述べている記述から，これまで合唱団が継続して
取り組んできたアカペラ宗教曲の成果も感じられ，
平和や祈りの曲を構成していることで（参考資料），
演奏曲目への想いが高まったことも変化の一因と思
われる。「団員・仲間」の項では，相互の連帯感が強
まる一方，メンバーの不足という問題点が継続して
いることがわかった。「指導者・指導内容」の項では，
団員の項と同様に信頼や練習の発声練習の積み重ね
の成果が出てきている点に加えて，本番中の指導者
の項で特に多かった指揮についての記述が，この設
問でも複数見られた。練習方法では，“練習のポイン
トメモ”，“メール”，本番前日に行われる通常のリハー
サルの時期を２週間前に前倒しに計画したことなど
が評価されている。「その他」の項では，本番中，本
番後と同様に，小さめの会場で観客とのコンタクト
が取りやすかったとの意見が複数見られた。
５ ）自由記述に見られたコンサートの体験を述べた
特徴的な表現
　コンサート本番での意識の変容をさらに詳しく分
析するために，団員自身のなかで湧きあがった感情
が表出されている文章に着目した。ここでは，本番
中と本番後の記載に見られた，自らの感情を的確に
表すために用いられた，現実から遊離しているよう
にも感じられる比ゆ的な表現を抜粋し，原文のまま
記載する。また，１）から４）までの考察と併せて，
コンサート本番の合唱団員の意識の変容をもたらし
た要因についても検討する。比ゆ的な表現をゴシッ
ク体で，指揮の記述部分には，下線を引いている。
本番中に見られた特徴的な表現
・先生の指揮（表情と指先）で，魔法にかかったように
とても気持ちよく，心をこめて歌うことができました。
・先生の入魂の指揮に吸い込まれるように，特別な一体
感があり，こんなに楽しいコンサートは初めてでした。
この幸せな時間がもっと続いてほしいと願わずにはい
られませんでした。
・今までにない世界が生まれ，歌っている私たちにも
帰ってきたような気がしました。
・ステージと客席が分かれていなくて，ひとつの「場」
だな。それも丸い輪のイメージでした。
・程よい緊張感で，先生方と団員と一つになったような
不思議な時間。
・Ｔ先生の指揮が（何かが乗り移ったみたいなの）が直
に伝わってきて，それに「乗って」いけた。
・会場も一体化しているような，不思議な感覚。
・自然に勝手に歌えている「無の境地？」
・鷗　や　大切なもの　の頃まで来ると，会場の外の向
こうまで気持ちが届いている感じで歌えました。
・先生の指揮のなせる業だと感じました。本番は先生の
指揮に導かれるままに，みんなの気持ちが集中し，歌っ
ているという一体感を感じました。先生からは今までに
ない本気度が伝わってきて，指揮のままに歌った！とい
うのが正直な感想です。
・Ｔ先生の指揮には吸い込まれました。
・現実の世界ではないところにいたように感じました。
先生とメンバー全員のオーラが交ざり合い，お互いに
グッと引き寄せ合って，不思議な空間の中で，体全身が
歌うことに支配されているようでした。雑念が一切あり
ませんでした。すごい世界でした。
・まるで魔法にかけられたようでした。今までの３回の
コンサートで感じたことがない世界。
・私は，何も細かいことにとらわれていなかった。
本番後に見られた特徴的な記述
・同じ板ではなく指揮者が離れて在る。そこにスポット
が当たっているような・・・　離れているからこそ，そ
のスポットに集中出来たのかな・・・という気もします。
太陽をみんなで見ている感じ，メンバー全員先生とコン
タクトをとれたと感じていたので，すごいエネルギー。
・こんな晴れ晴れとした気持ちになれるなんて！と不思
議な感覚を味わいました。
とても幸せな気持ちで，ふわふわしながら家路につきま
した。昼下がりの光と空が美しくて。家についてからも
しばらく夢の中にいるような高揚感で，よかった，やり
終えた，楽しかった，という満たされた気持ちで幸福で
した。
・本番で感じたリラックス感，音楽を楽しむ自分につい
て，どうしてそうなったのか？いまだに理由がわかりま
せんが，いい経験をしたと思っています。
・本当に幸せな気持ちになりました。感動，わくわく，
達成感，感謝，温かさ，笑顔，全てポジティブな言葉の
中で興奮していました。そして，もっと歌いたいと思い
ました。
・とにかく「楽しかった」，そして，幸せな気分になり
ました。みんなで自然に笑っていました。終わってから
も「高揚感」が続き「疲労感」は全くなくて，清々しさ
が残りました。直前の落ち込み方から全く違った感覚に
なったので自分でもびっくりしました。
・まるで催眠術にかかったように波長が合い，今までで
一番（合唱人生の中で）歌いやすかったです。頭は冷静
でしたが，体が大変心地良く，のびのび歌っていました。
・出来不出来を超越した心境になれたこと。
・ステージの雰囲気が全く違った世界でした。
　本番中に見られた特徴的な表現では，「指揮」が
頻出している（６回）。指揮によって，“魔法にかかっ
たように”，“吸い込まれるように”，“何かが乗り移っ
たみたいな”，“導かれるままに”という表現からも
わかるように，指揮によって自然に声を合わせてい
る状態になっていることが窺える。また，この状態
について，“太陽をみんなで見ている感じ”，“今ま
でにない世界が生まれ”，“無の境地，現実の世界で
はないところにいたように”，“不思議な空間”と表
現されている。また，本番後は，“感動，わくわく，
達成感，感謝，温かさ，笑顔，清々しさ”という記
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述からもわかるように，前向きで，高揚した語句が
多数綴られている。このように，団員は，コンサー
トの本番から得た心情や感覚を個々に自分の言葉で
述べている。これらは，高妻（2008）によれば，ス
ポーツのメンタルトレーニング面からみると，最高
のパフォーマンスを出せる心理状態のことで，「ゾー
ンに入る」「フローの状態に入った」といわれる（高
妻，p.108）。高妻（2008）は，スポーツ心理学の観
点から，この状態を最高のプレーをした時に体験す
る最高の心理状態と述べ，過度な緊張とリラックス
があり，すばらしい集中力が発揮され，プラス思考
である状態としている（高妻，p.46）。これは，音
楽分野でも同様に起こる。Emmons/Thomas（2010）
は，この状態を「ピーク・パフォーマンス」と称し
ている（エモンズ・トマス，pp.35-37）。Emmons/
Thomas（2010）は，ピーク・パフォーマンスにあ
るのは，失敗に対する恐れではなく，自信と楽観的
な姿勢であり，不安定な心理状態ではなく，冷静さ
と並外れた集中力であると述べている（エモンズ・
トマス，p.32）。これらは，メンタル面と演奏が大
きく関わっていることを示しているものである。虫
明（2014）は，教員養成学部に所属する音楽専攻生
に対して行った意識調査から，とくに初心者に対す
る前向きな言葉かけが演奏に有益であることを示し
ている3）。表３の本番中の意識調査の団員の状況か
らみると，Ｉ女声合唱団は，確かに変容が見られ，
Emmonsの主張している「ピーク・パフォーマンス」
の状況と思われる。
　しかし，本番のピーク・パフォーマンスに至るま
で，このＩ女声合唱団の場合，本番後の特徴的な表
現に見られた“直前の落ち込み方から全く違った感
覚になった”とあるように，実際に本番直前のリハー
サルが不調で，団員は演奏面で不安な状態であった。
この状況を克明に述べているＡ団員の意見を原文で
記載する。Ａ団員は設立時からのメンバーで在団年
数が10年以上であり，練習には毎回参加している。
特徴的な箇所は，ゴシック体で記載している。
この記述内容を整理してみるとリハーサルから本番
までの変化は次のようになる（図２）。
　Ａ団員は，練習状況がこれまでより上手くいって
いなかったことに対して不安を抱えていた。また，
本番当日のリハーサルで感じた不安を抱えたまま本
番に臨み，そこで感じた意識の変容を，「指揮」の
力があったからではないかと述べている。以下，指
揮者のコメントである。“本番で指揮を行った筆者
は，本番直前のリハーサルで団員のハーモニーも揃
わず，集中力が落ち，気持ちが沈んでいく様子を目
の当たりにした。団の最後の練習は，本番の３日前
に行われ，最後の調整が無事に行われていたにも拘
わらず，本番当日は団員の気持ちがまとまっていな
かった。演奏会まで２時間前の時点での状態であっ
たが，演奏の細かいところは何も注意せず，前向き
な言葉のみ伝え，「本番では，私を信じて，ついて
きてください」と話した。この２時間で，筆者は，
自分のできることは何かに集中し，指揮をするすべ
ての曲のイメージを頭の中でシミュレーションし，
最終曲「鷗」までベストの演奏に持っていけるよう，
筆者自身の気持ちをプラス思考に転換した。団員全
員に舞台に上がる直前で，再度指揮者を信じてほし
いと話し，本番の合唱団の第一声がホールに響き渡
るよう，願って舞台に立った。合唱指揮について，
よりのびやかな発声や音楽が生まれるよう，音楽の
流れと呼吸の波長があうように，練習時よりも指揮
の動作をよりダイナミックに行った。このような過
程を経て，本番では団員の集中力が最高に達し，指
図２　Ａ団員の本番での心理的な変容
リハーサル
不安的中
不調
指揮
強い意志
迫力
鷗
本番
集中力
一体感
充実感
高揚
喜び
歌いやすい
＜本番時＞
　午前中のリハーサルでも上手くいかなかったので，少
し不安でした。でも，本番で「鴎」は，練習では一度も
感じたことがないほど，みんなの気持ちがこもっていて，
歌っていても気持ちが高揚しました。これも先生の指揮
のなせる業だと感じました。本番は先生の指揮に導かれ
るままに，みんなの気持ちが集中し，歌っているという
一体感を感じました。先生からは今までにない本気度が
伝わってきて，指揮のままに歌った！というのが正直な
感想です。そして充実感と合唱する喜びが感じられまし
た。練習時には目だっていた声も，本番では全体に溶け
込んでいて，そういう意味でもとても歌いやすく感じま
した。
＜これまでのコンサートとの変化＞
　今まではコンサートが近くなると直前まで練習日以外
にも練習し，それなりに自分たちでも揃ってきたと感じ
るところまでになりました。今回は決められた練習日以
外練習しませんでした。そのためか，コンサート当日も
不安がありました。不安が的中し，午前のリハーサルは
不調でした。後から先生が本番までの２時間，何ができ
るかあらゆることを考えましたという趣旨のことを言わ
れましたが，先生の指揮からは「強い意志」と迫ってく
るとでもいうか「迫力」が伝わってきました。過去の指
揮では感じたことがありません。
（70代・法律事務所職員）
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“自信”などの面で，よい方向への変化が意識され
ている。「合唱技術・特質」では，基礎能力の向上
を認識する一方，まだ演奏面でのレベルアップの必
要との記述がみられる。“宗教曲アカペラの成果”
を述べている記述から，これまで合唱団が継続して
取り組んできたアカペラ宗教曲の成果も感じられ，
平和や祈りの曲を構成していることで（参考資料），
演奏曲目への想いが高まったことも変化の一因と思
われる。「団員・仲間」の項では，相互の連帯感が強
まる一方，メンバーの不足という問題点が継続して
いることがわかった。「指導者・指導内容」の項では，
団員の項と同様に信頼や練習の発声練習の積み重ね
の成果が出てきている点に加えて，本番中の指導者
の項で特に多かった指揮についての記述が，この設
問でも複数見られた。練習方法では，“練習のポイン
トメモ”，“メール”，本番前日に行われる通常のリハー
サルの時期を２週間前に前倒しに計画したことなど
が評価されている。「その他」の項では，本番中，本
番後と同様に，小さめの会場で観客とのコンタクト
が取りやすかったとの意見が複数見られた。
５ ）自由記述に見られたコンサートの体験を述べた
特徴的な表現
　コンサート本番での意識の変容をさらに詳しく分
析するために，団員自身のなかで湧きあがった感情
が表出されている文章に着目した。ここでは，本番
中と本番後の記載に見られた，自らの感情を的確に
表すために用いられた，現実から遊離しているよう
にも感じられる比ゆ的な表現を抜粋し，原文のまま
記載する。また，１）から４）までの考察と併せて，
コンサート本番の合唱団員の意識の変容をもたらし
た要因についても検討する。比ゆ的な表現をゴシッ
ク体で，指揮の記述部分には，下線を引いている。
本番中に見られた特徴的な表現
・先生の指揮（表情と指先）で，魔法にかかったように
とても気持ちよく，心をこめて歌うことができました。
・先生の入魂の指揮に吸い込まれるように，特別な一体
感があり，こんなに楽しいコンサートは初めてでした。
この幸せな時間がもっと続いてほしいと願わずにはい
られませんでした。
・今までにない世界が生まれ，歌っている私たちにも
帰ってきたような気がしました。
・ステージと客席が分かれていなくて，ひとつの「場」
だな。それも丸い輪のイメージでした。
・程よい緊張感で，先生方と団員と一つになったような
不思議な時間。
・Ｔ先生の指揮が（何かが乗り移ったみたいなの）が直
に伝わってきて，それに「乗って」いけた。
・会場も一体化しているような，不思議な感覚。
・自然に勝手に歌えている「無の境地？」
・鷗　や　大切なもの　の頃まで来ると，会場の外の向
こうまで気持ちが届いている感じで歌えました。
・先生の指揮のなせる業だと感じました。本番は先生の
指揮に導かれるままに，みんなの気持ちが集中し，歌っ
ているという一体感を感じました。先生からは今までに
ない本気度が伝わってきて，指揮のままに歌った！とい
うのが正直な感想です。
・Ｔ先生の指揮には吸い込まれました。
・現実の世界ではないところにいたように感じました。
先生とメンバー全員のオーラが交ざり合い，お互いに
グッと引き寄せ合って，不思議な空間の中で，体全身が
歌うことに支配されているようでした。雑念が一切あり
ませんでした。すごい世界でした。
・まるで魔法にかけられたようでした。今までの３回の
コンサートで感じたことがない世界。
・私は，何も細かいことにとらわれていなかった。
本番後に見られた特徴的な記述
・同じ板ではなく指揮者が離れて在る。そこにスポット
が当たっているような・・・　離れているからこそ，そ
のスポットに集中出来たのかな・・・という気もします。
太陽をみんなで見ている感じ，メンバー全員先生とコン
タクトをとれたと感じていたので，すごいエネルギー。
・こんな晴れ晴れとした気持ちになれるなんて！と不思
議な感覚を味わいました。
とても幸せな気持ちで，ふわふわしながら家路につきま
した。昼下がりの光と空が美しくて。家についてからも
しばらく夢の中にいるような高揚感で，よかった，やり
終えた，楽しかった，という満たされた気持ちで幸福で
した。
・本番で感じたリラックス感，音楽を楽しむ自分につい
て，どうしてそうなったのか？いまだに理由がわかりま
せんが，いい経験をしたと思っています。
・本当に幸せな気持ちになりました。感動，わくわく，
達成感，感謝，温かさ，笑顔，全てポジティブな言葉の
中で興奮していました。そして，もっと歌いたいと思い
ました。
・とにかく「楽しかった」，そして，幸せな気分になり
ました。みんなで自然に笑っていました。終わってから
も「高揚感」が続き「疲労感」は全くなくて，清々しさ
が残りました。直前の落ち込み方から全く違った感覚に
なったので自分でもびっくりしました。
・まるで催眠術にかかったように波長が合い，今までで
一番（合唱人生の中で）歌いやすかったです。頭は冷静
でしたが，体が大変心地良く，のびのび歌っていました。
・出来不出来を超越した心境になれたこと。
・ステージの雰囲気が全く違った世界でした。
　本番中に見られた特徴的な表現では，「指揮」が
頻出している（６回）。指揮によって，“魔法にかかっ
たように”，“吸い込まれるように”，“何かが乗り移っ
たみたいな”，“導かれるままに”という表現からも
わかるように，指揮によって自然に声を合わせてい
る状態になっていることが窺える。また，この状態
について，“太陽をみんなで見ている感じ”，“今ま
でにない世界が生まれ”，“無の境地，現実の世界で
はないところにいたように”，“不思議な空間”と表
現されている。また，本番後は，“感動，わくわく，
達成感，感謝，温かさ，笑顔，清々しさ”という記
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揮者と団員とが一体なる演奏となった。練習時で団
員が全員揃わないことで，音楽的にも精神的にも不
安定な状態が続いていた。個々の団員の努力は精一
杯行われていたと思われるが，合唱の演奏には波が
認められ，本番当日のリハーサルではいい状態に至
らなかった。しかし，本番時には，合唱団員一人一
人が指揮者や団員との信頼の上に，指揮に全員が集
中し，自分の力を最大限に発揮し，合唱団の最高の
状態になったと考えている。筆者自身にとっても，
これまでのチャリティコンサートでは経験したこと
のない不思議な体験だった。”4）
　以上より，リハーサルから本番への変化の要因に，
それまでのＩ女声合唱団の練習の積み重ねにより，
少しずつ心理面，技術面が向上してきたことが基盤
にあり，そこに本番での指揮者の前向きな言葉かけ，
指揮力が加わり，団員の演奏が本番で最高の状態に
近づいたのではないかと考えられる。本番中に団員
や指揮者が体験したこれらの感覚は，本番での団員
と指揮者の集中力と信頼関係に加えて，指揮力から
誘導されて，合唱団の力が発揮できたのではないか
と推察できる。
６）意識調査のまとめ
　Ｉ女声合唱団のチャリティコンサートでの演奏に
影響を及ぼし，大きな変化をもたらした要因を探る
ために，団員に対しアンケート調査を実施した結果，
以下のことを導くことができた。
①コンサート本番前
　ア． 全員が練習で揃わないこと，練習不足により，
不安や危機感を感じている団員が多数存在し
ていた。
　イ． 練習報告のメーリングリストを有効に活用し
た。
　ウ． 発声技術面の向上，指導者による発声指導，
言葉かけで信頼関係が強まった。
②コンサート本番中
　ア． 団員は，指導者の指揮にのって，演奏に集中
し，心が解放され，高揚感を得られた。
　イ． 団員相互，団員と指揮者の特別な一体感，信
頼感が見られた。
　ウ． 合唱技術面においても，本番で成果が発揮で
きた。
③コンサート本番後
　ア． 達成感，充実感，高揚感，リラックス感，満
足感などの心理状態が多く見られた。
　イ． 団結の素晴らしさ，メンバーとの一体感，信
頼，感謝等が感じられ，指揮者と団員及び団
員相互の結びつきが深まった。
　ウ． 合唱技術面の向上，さらに充実した練習の必
要性の指摘があった。
④これまでのコンサートとの変化
　ア． 全体的に，合唱レベルの向上や団員と指導者
に対する信頼感や一体感が増していると意識
している団員が多い。
　イ． 指導者との信頼感や発声練習の積み重ねの結
果，本番の指揮による演奏の向上につながっ
た。
　ウ． 練習のポイントメモ，メーリングリストの評
価。
Ⅴ．観客に対するアンケート調査
　合唱団員の演奏状態は，一般の観客にどのように
感受されたのか，当日の観客の感想から検討する（参
考資料参照）。観客の感想の主なものとしては，演
奏会・合唱団の歌声（24件），合唱団のチャリティ
の主旨（８件），選曲に関する感想（６件）があり，
加えて，演奏者の表情，ドレス，チラシ・プログラ
ムのデザイン，ホール，ソリスト，団長挨拶など，
関心は全体的に広いことがわかる。今回のコンサー
トの特徴としては，感想の中で，「心の染みる」「心
に洗われる」「癒される」のような表現も複数見ら
れたことである（６件，参考資料の下線部）。これは，
前回の演奏会の感想では見られなかった5）。合唱活
動でチャリティによる寄付を募る社会的な活動をし
ている２面制を備えている合唱団であり，聴衆の理
解も根付いてきていると思われる。さらに，歌声に
関する感想が多数を占め，さらに心に染みる等の感
想が数件見られたことは，音楽面でも観客の共感を
得ることができたのではないかと考える。
Ⅵ．まとめ
　合唱演奏会において見られる，演奏会を契機とす
る合唱団員の意識の変容をもたらす要因を探るため
にアンケート調査を実施した。調査は，Ｉ女声合唱
団が2018年９月に開催した第７回チャリティコン
サートにおいて実施した。本番前，本番中，本番後
に対する自由記述による回答は，１．練習方法・内
容，２．団員・仲間，３．指導者・指導内容，４．
合唱技術・特質，５．個々の思い，６．その他の６
項目に分類することができた。今回の調査によると，
本番前，本番中，本番後の中で，本番中の演奏時に
大きな変化が認められた。団員や指揮者が本番を経
て体感した心理的な変容は，指揮者と団員，団員相
互の信頼関係が基盤としてあり，その上に指揮者の
合唱指揮に誘導されて，一体感，開放感，高揚感が
ピーク・パフォーマンスとなり，団員各々が音楽的
合唱演奏会を契機とした合唱団員の意識の変容
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な力を発揮できたことによりもたらされたと考えら
れた。従って，合唱団員の意識の変容をもたらすよ
うな演奏会を作り上げるには，合唱の技術的な指導
の前提として，指揮者と団員，団員相互の間にしっ
かりとした信頼関係を築き上げることが重要である
ことを確認できた。
　今回は，合唱団全体の変容について検討したが，
今後は，団員個々人の変容についても詳細に検討し
たいと考えている。さらに，本論文で導き出した合
唱歌唱と指揮の関係に着目し，指揮の動作と歌唱へ
の影響，さらに合唱曲の作曲者や作詞者の意図が伝
わる合唱指揮法について検討していきたい。
謝辞
　アンケート調査の実施にあたり，ご協力いただき
ましたＩ合唱団の団員の皆さんに，心より感謝申し
上げます。
注
１）10項目は，虫明眞砂子（2015）「多様な職種を
持つメンバーで構成された女声合唱団の合唱指導
の試み」『岡山大学教育学研究科研究集録』第
158号 , p.142の表４の９項目に加筆したものであ
る。
２）イウス・フェミーネ合唱団規約（2008制定）
第２条目的より抜粋。この合唱団では，合唱する
目的の一つがチャリティコンサートによる寄付活
動である。
３）虫明眞砂子・黒井かおり（2014）「合唱のウォー
ムアップに関する考察Ⅲ−「メンタルトレーニン
グ」の視点から−」『岡山大学大学院教育学研究
科研究集録』第155号を参照されたい。
４）指揮者の演奏会後の記録メモによる（2018年
９月２日）。
５）虫明眞砂子（2015）「多様な職種を持つメンバー
で構成された女声合唱団の合唱指導の試み」『岡
山大学教育学研究科研究集録』第158号 , p.147を
参照されたい。
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虫明眞砂子・黒井かおり（2014）「合唱のウォームアッ
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揮者と団員とが一体なる演奏となった。練習時で団
員が全員揃わないことで，音楽的にも精神的にも不
安定な状態が続いていた。個々の団員の努力は精一
杯行われていたと思われるが，合唱の演奏には波が
認められ，本番当日のリハーサルではいい状態に至
らなかった。しかし，本番時には，合唱団員一人一
人が指揮者や団員との信頼の上に，指揮に全員が集
中し，自分の力を最大限に発揮し，合唱団の最高の
状態になったと考えている。筆者自身にとっても，
これまでのチャリティコンサートでは経験したこと
のない不思議な体験だった。”4）
　以上より，リハーサルから本番への変化の要因に，
それまでのＩ女声合唱団の練習の積み重ねにより，
少しずつ心理面，技術面が向上してきたことが基盤
にあり，そこに本番での指揮者の前向きな言葉かけ，
指揮力が加わり，団員の演奏が本番で最高の状態に
近づいたのではないかと考えられる。本番中に団員
や指揮者が体験したこれらの感覚は，本番での団員
と指揮者の集中力と信頼関係に加えて，指揮力から
誘導されて，合唱団の力が発揮できたのではないか
と推察できる。
６）意識調査のまとめ
　Ｉ女声合唱団のチャリティコンサートでの演奏に
影響を及ぼし，大きな変化をもたらした要因を探る
ために，団員に対しアンケート調査を実施した結果，
以下のことを導くことができた。
①コンサート本番前
　ア． 全員が練習で揃わないこと，練習不足により，
不安や危機感を感じている団員が多数存在し
ていた。
　イ． 練習報告のメーリングリストを有効に活用し
た。
　ウ． 発声技術面の向上，指導者による発声指導，
言葉かけで信頼関係が強まった。
②コンサート本番中
　ア． 団員は，指導者の指揮にのって，演奏に集中
し，心が解放され，高揚感を得られた。
　イ． 団員相互，団員と指揮者の特別な一体感，信
頼感が見られた。
　ウ． 合唱技術面においても，本番で成果が発揮で
きた。
③コンサート本番後
　ア． 達成感，充実感，高揚感，リラックス感，満
足感などの心理状態が多く見られた。
　イ． 団結の素晴らしさ，メンバーとの一体感，信
頼，感謝等が感じられ，指揮者と団員及び団
員相互の結びつきが深まった。
　ウ． 合唱技術面の向上，さらに充実した練習の必
要性の指摘があった。
④これまでのコンサートとの変化
　ア． 全体的に，合唱レベルの向上や団員と指導者
に対する信頼感や一体感が増していると意識
している団員が多い。
　イ． 指導者との信頼感や発声練習の積み重ねの結
果，本番の指揮による演奏の向上につながっ
た。
　ウ． 練習のポイントメモ，メーリングリストの評
価。
Ⅴ．観客に対するアンケート調査
　合唱団員の演奏状態は，一般の観客にどのように
感受されたのか，当日の観客の感想から検討する（参
考資料参照）。観客の感想の主なものとしては，演
奏会・合唱団の歌声（24件），合唱団のチャリティ
の主旨（８件），選曲に関する感想（６件）があり，
加えて，演奏者の表情，ドレス，チラシ・プログラ
ムのデザイン，ホール，ソリスト，団長挨拶など，
関心は全体的に広いことがわかる。今回のコンサー
トの特徴としては，感想の中で，「心の染みる」「心
に洗われる」「癒される」のような表現も複数見ら
れたことである（６件，参考資料の下線部）。これは，
前回の演奏会の感想では見られなかった5）。合唱活
動でチャリティによる寄付を募る社会的な活動をし
ている２面制を備えている合唱団であり，聴衆の理
解も根付いてきていると思われる。さらに，歌声に
関する感想が多数を占め，さらに心に染みる等の感
想が数件見られたことは，音楽面でも観客の共感を
得ることができたのではないかと考える。
Ⅵ．まとめ
　合唱演奏会において見られる，演奏会を契機とす
る合唱団員の意識の変容をもたらす要因を探るため
にアンケート調査を実施した。調査は，Ｉ女声合唱
団が2018年９月に開催した第７回チャリティコン
サートにおいて実施した。本番前，本番中，本番後
に対する自由記述による回答は，１．練習方法・内
容，２．団員・仲間，３．指導者・指導内容，４．
合唱技術・特質，５．個々の思い，６．その他の６
項目に分類することができた。今回の調査によると，
本番前，本番中，本番後の中で，本番中の演奏時に
大きな変化が認められた。団員や指揮者が本番を経
て体感した心理的な変容は，指揮者と団員，団員相
互の信頼関係が基盤としてあり，その上に指揮者の
合唱指揮に誘導されて，一体感，開放感，高揚感が
ピーク・パフォーマンスとなり，団員各々が音楽的
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参考資料　第７回チャリティコンサートプログラムと観客の感想
プログラム 観客の感想
第1ステージ～宗教の世界～
アヴェマリア César Frank
アヴェマリア Franz Wüllner
アヴェマリア Bárdos Bardos Lajos
アヴェ ヴェルム コルプス W.A.Mozart
第2ステージ～世界の民謡～
グリーン・スリーブス
イングランド民謡／橋本剛編曲
アヴィニョンの橋の上で
フランス民謡
／竜田和夫訳詞／橋本剛編曲
ホルディリディア
スイス民謡／古橋富士雄編曲
マイボニー
イギリス民謡／横山潤子編曲
ロンドンデリーの歌
アイルランド民謡／津山主一詞
／猪間道明編曲
第3ステージ～沖縄のうた～
てぃんさぐぬ花
沖縄わらべうた・信長貴富編曲
さとうきび畑 寺島尚彦作詞作曲
涙そうそう 森山良子作詞／
BEGIN作曲／今村康編曲
島唄 宮沢和史作詞作曲／
河西保郎編曲
谷茶前ぬ浜 沖縄民謡／山本直純編曲
第4ステージ～日本の合唱曲～
初恋 島崎藤村作詞／山岸徹作曲
木蓮 三浦照子作詞／山岸徹作曲
鷗 三好達治作詞／木下牧子作曲
・ 素敵な時間をありがとうございました。日常生活の中ではなかなかこんな
優雅な時間は持てないので，癒されました。(a)
・ 沖縄のうたが女性コーラスだとまた違った美しさで感動しました。水色の
ドレスも素敵でした。(c)
・ コンサートを聞きに来ることで，自分もチャリティに参加でき，意義を感
じました。(b)
・ 皆さんの表情がとても素敵でした。選曲も声の響きも良かったです。(a), (c)
・ 素敵な歌声をありがとうございました。仕事とコーラス，これからも頑張っ
てください。力をもらいます。(a)
・ 素敵な会場で，素敵な歌声，ありがとうございました。寄付先のお話を伺
えたのも良かったです。(a), (b)
・ とても良かったです。チラシのデザインの想いがよくわかりました。(a)
・ Ｋさんのソロが素晴らしかった。透き通った声で心洗われる思いだった。
忙しい中のものとは思えない合唱でした。(a)
・ 丁寧な練習，音楽作りにとても好感が持て楽しませてもらいました。ご多
忙の中，高いレベルを目指した練習，ご指導に敬意を表します。ますます
のご活躍を期待します。(a)
・ とても素晴らしかったです。心が洗われました。(a)
・ これだけ多くの曲想の違う曲目の練習は大変だったと思います。楽しませ
てもらいました。これからも頑張って。(a), (c)
・ 素敵な歌声で癒されました。(a)
・ 予想以上に良かったです。声楽の良さを再確認しました。(a)
・ 毎回楽しみ，合唱を大いに楽しんで，それがチャリティになって素晴らし
い。(a), (b)
・ 主旨が良いです。引き続き開催してほしいです。（２件）(b)
・ 水色のドレス素敵で，皆さん　楽しそうでした。
・ 皆さんの熱意と清らかさがなんとも素敵でした。ハイレベルな合唱であれ
だけ一つになれるのはすごいなぁと思います。皆さんの知性かなぁ…。(a)
・ 皆さん，忙しい中よくぞここまで，立派なものです。(a)
・ 終始あたたかい雰囲気でありがとうございました。(a)
・ とても温かい素敵なコンサートでした。団長，Ｈさん，お疲れさま。挨拶
も良かったです。(a)
・ 踊りとステップが良かったです。また聞きたいです。最期から２番目の曲，
ウルウルもの，最高でした。(a), (c)
・ 良かったです。次回も楽しみにしています。（３件）(a)
・ 志が素晴らしい！どの曲もハーモニーが美しく魅了されました。チラシ・
パンフレットのデザインが素敵。(a), (b)
・ とても素敵な歌声をありがとうございました。（３件）(a)
・ アカペラのうた素敵でした。グリーン・スリーブスのソロの方素晴らしい
声！ (c)
・ 歌うことでチャリティになるという考え方もいいです。寄付先の紹介が
あったのも良かったです。(b)
・ 皆様幸せそうで，素敵でした。
・ 美しい日本語とメロディーが心に沁みました。(c)
・ 心洗われる気持ちになりました。高い志を持たれた皆様の想いがしっかり
伝わってきました。(b)
・ 団長さんの挨拶が柔らかくて良かったです。
注：演奏会・合唱団の歌声（a），合唱団のチャリティの主旨（b），選曲に関する感想（c）
